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◆事業報告

Ⅰ．庶務事項

１. 理事会および評議員会の開催

＜第 107 回理事会＞

平成 31 年度（令和元年度）事業報告ならびに収支決算等の承認、評議員候補者の選任なら

びに推薦の承認、理事候補者の選任ならびに推薦の承認、監事候補者の選任ならびに推薦

の承認、諮問委員の選任の承認、責任限定契約の締結の承認、定時評議員会の招集の承認

の審議事項について、理事全員の同意ならびに監事全員の異議のない旨の確認を得たので、

令和 2 年 6 月 5 日付にて、第 107 回理事会として同案を可決した。

審議事項 平成 31 年度（令和元年度）事業報告ならびに収支決算等の承認について

評議員候補者の選任ならびに推薦の承認について

理事候補者の選任ならびに推薦の承認について

監事候補者の選任ならびに推薦の承認について

諮問委員の選任の承認について

責任限定契約の締結の承認について

定時評議員会の招集の承認について

＜第 101 回評議員会＞

平成 31 年度（令和元年度）事業報告ならびに収支決算等の承認、評議員の選任の承認、理

事の選任の承認、監事の選任の承認、理事の報酬の承認の審議事項について、評議員全員

の同意を得たので、令和 2 年 6 月 23 日付にて、第 101 回評議員会として同案を可決した。

審議事項 平成 31 年度（令和元年度）事業報告ならびに収支決算等の承認について

評議員の選任の承認について

理事の選任の承認について

監事の選任の承認について

理事の報酬の承認について

＜第 102 回評議員会＞

評議員会長の選出の承認の審議事項について、評議員全員の同意を得たので、令和 2 年 6

月 30 日付にて、第 102 回評議員会として同案を可決した。

審議事項 評議員会長の選出の承認について

＜第 108 回理事会＞

代表理事（理事長）の選定の承認、業務執行理事（常務理事）の選定の承認の審議事項につ

いて、理事全員の同意および監事全員の異議のない旨の確認を得たので、令和 2 年 6 月 30

日付にて、第 108 回理事会として同案を可決した。

審議事項 代表理事（理事長）の選定の承認について

業務執行理事（常務理事）の選定の承認について
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＜第 109 回理事会＞

令和 2 年 7 月 28 日午前 11 時より第 109 回理事会を五島美術館別館講堂にて開催し、下記

の事項について報告を行い、承認された。

報告事項 評議員・理事・監事の就任について

令和 2 年度事業計画書の見直しについて

職務の執行状況について

その他特記事項

＜第 110 回理事会＞

特定資産の取り崩しの承認、資金運用規程の制定の承認の審議事項について理事全員の同

意ならびに監事全員の異議のない旨の確認を得たので、令和 2 年 12 月 5 日付にて、第 110

回理事会として同案を可決した。

審議事項 特定資産の取り崩しの承認について

資金運用規程の制定の承認について

＜第 111 回理事会＞

令和 3 年 3 月 16 日午前 11 時より第 111 回理事会を五島美術館別館講堂にて開催し、下記

の議案を審議、可決した。

第 1 号議案 基本財産の一部取り崩し処分の提案について

第 2 号議案 令和 3 年度事業計画書ならびに収支予算書等について

第 3 号議案 評議員会の開催および招集について

報告事項〈1〉 職務の執行状況について

報告事項〈2〉 資金運用規程の一部変更について

＜第 103 回評議員会＞

基本財産の一部取り崩し処分の承認、令和 3 年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認

の審議事項について、評議員全員の同意を得たので、令和 3 年 3 月 26 日付にて第 103 回評

議員会として同案を可決した。

審議事項 基本財産の一部取り崩し処分の承認について

令和 3 年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認について

報告事項 資金運用規程の制定について

２. 官公庁への届出

・令和 2 年 6 月 30 日 平成 31 年度（令和元年度）事業報告ならびに収支決算等の提出

························································································································内閣府

・令和 2 年 8 月 6 日 変更の届出（評議員、理事、監事各 1 名の退任と就任）···············内閣府

・令和 3 年 3 月 31 日 令和 3 年度事業計画書ならびに収支予算書等の提出·················内閣府
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３. 寄附受領等

＜寄附金の受領＞

寄附金受領総額 150,000,000 円

令和 2 年 6 月 30 日 東急株式会社 105,000,000 円
（全額、一般寄付金＝一般正味財産として受け入れ）

令和 2 年 11 月 30 日 東急株式会社 45,000,000 円
（全額、一般寄付金＝一般正味財産として受け入れ）

＜助成金の受領＞

令和 2 年 9 月 25 日 「雇用調整助成金」を申請して受領

340,596 円 （経常外収益として計上）

令和 2 年 9 月 28 日 「緊急雇用安定助成金」を申請して受領

690,590 円 （経常外収益として計上）

令和 3 年 3 月 1 日 「文化施設の感染症防止対策事業補助金」を申請して受領

257,000 円 （経常外収益として計上）

＜学術資料の受贈＞

令和 3 年 3 月 27 日 名所歌枕関連資料（遊戯札） 昭和時代 794 枚

評価額 10,000 円（大東急記念文庫の基本財産・古典籍に計上）

寄贈者 久邇邦昭氏

４. 設備投資等

設備投資等総額 2,805,220 円（消費税込） ※一部、経費処理分を含む

令和 2 年 4 月 24 日 見晴台庭園整備

工事金額 508,200 円（消費税込） ※経費処理

発注先 三栄造園株式会社

令和 2 年 7 月 22 日 登録有形文化財プレート設置工事

工事金額 1,069,200 円（消費税込）

発注先 株式会社東装スペース

令和 2 年 9 月 28 日 収蔵庫前室空調設置工事

工事金額 790,020 円（消費税込）

発注先 清水建設株式会社

令和 3 年 2 月 13 日 ウイルスガードウォール導入

工事金額 437,800 円（消費税込）

発注先 進和テック株式会社
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５. 文化財の修復等

令和 3 年 3 月 30 日 重要文化財「即休契了墨蹟 餞別偈」

修復費用総額 3,573,325 円 （令和 2 年度分）

※国（文化庁）と東京都から補助金 総額 3,206,000 円受領

［内訳］ 国（文化庁） 2,322,000 円 ／東京都 884,000 円

※所有者負担額 367,325 円

６. 特定資産の取り崩し

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による公益事業収益の減収に伴う運転資金の不足額を

補うため、資産管理規程第 9 条 5 項の定めにより、第 110 回理事会の承認に基づき特定資産

の一部取り崩しを実施した。

（稟議番号・局 2-48 号、令和 3 年 3 月 27 日付にて代表理事＝理事長決裁）

取り崩した金額  30,000,000 円

７. 諸制度の整備・改定等

令和 2 年 10 月 1 日 「印章取扱規程」の制定

令和 2 年 12 月 5 日 「資金運用規程」の制定

（令和 2 年 12 月 15 日付にて一部変更)

８. 内閣府立入検査

令和 2 年 10 月 22 日 内閣府立入検査実施（10 時～15 時 30 分）

平成 24 年 4 月１日、公益財団法人移行後 2 回目（前回は平成 28 年 1 月 15 日）の内閣府による

立入検査が 4 年 9 カ月ぶりに実施された。内閣府の担当官 2 名は下記のとおり。

・内閣府大臣官房公益法人行政担当室 参事官補佐

（併）公益認定等委員会事務局 上席審査監督調査官 千葉文香氏

・内閣府大臣官房公益法人行政担当室 室員

（併）公益認定等委員会事務局 政策企画調査官 倉持俊雄氏

検査後、業務改善に向けた指摘事項は以下のとおり。

・財産目録における美術品、古典籍の不可欠特定財産の記載方法の是正

・評議員会議事録における役員、評議員選任時の手続きについての記載方法の是正

・資金運用規程の新規制定
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９. 新型コロナウイルス感染症感染拡大予防対策

＜臨時休館の実施＞

新型コロナウイルス感染症感染拡大予防対策に協力して、令和 2 年 3 月 2 日から五島美術館

では「臨時休館」を実施。

令和 2 年度については期初（4 月 1 日）以降も「臨時休館」を継続し、6 月 26 日まで「臨時休館」

を実施した。

この間に、文化庁の指導の下、公益財団法人日本博物館協会が策定した「博物館における新

型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に準拠した五島美術館としての「新型コロナウイル

ス感染症感染拡大予防対策」を講じた上で、令和 2 年 6 月 27 日から展示公開を再開した。

同時にホームページ上に「五島美術館へご来場される皆様へのお知らせとお願い」（新型コロ

ナウイルス感染症関連）の文書を掲出公開した。

＜イベントの中止・変更等＞

展示・公開の再開後も、主催するイベントに関しては「博物館における新型コロナウイルス感染

拡大予防ガイドライン」に準拠した五島美術館としての「新型コロナウイルス感染症感染拡大予

防対策」に沿って、開催の見合わせ、会場収容人数の制限（定員の 50％以下）、参加者の氏

名・連絡先の把握など下記の対応を実施した。

・ギャラリートーク 会場収容人数の制限（定員の 50％以下）

参加者の氏名・連絡先の把握

（一部については開催見合わせ）

・茶会 開催見合わせ

・陶芸講座 開催見合わせ

・月例美術講座 会場収容人数の制限（定員の 50％以下）

参加者の氏名・連絡先の把握

開催時間の短縮（90 分→60 分）

（一部については開催見合わせ）

・こども美術講座 開催見合わせ

・コンサート 開催見合わせ

・茶室特別公開 開催見合わせ

                           以 上
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Ⅱ．主なる事業活動

[1] 五島美術館（公益目的事業①）

１. 展示事業

１‐１. 入館者数
＊単位は人

有料 無料 計 入園者 合計 開館日 一日平均

1 ［開館 60 周年記念名品展Ⅰ］筆跡の雅び―古筆・古写本・近代書跡―〈4 月 4 日［土］―5 月 10 日［日］〉

中 止※

2 ［開館 60 周年記念名品展Ⅱ］絵画の彩り―歌仙絵・水墨画・日本画―〈5 月 16 日［土］―6 月 21 日［日］〉

中 止※

3 ［開館 60 周年記念名品展Ⅲ］祈りの造形―古写経・墨跡・古版本―〈6 月 27 日［土］―8 月 2 日［日］〉

1,520 115 1,635 88 1,723 32 54

4 ［開館 60 周年記念名品展Ⅳ］至高の陶芸―日本・中国・朝鮮―〈8 月 29 日［土］―10 月 25 日［日］〉

6,039 409 6,448 190 6,638 50 133

5 ［開館 60 周年記念名品展Ⅴ］平安の書画―古筆・絵巻・歌仙絵―※

〈11 月 3 日［火・祝］―11 月 29 日［日］〉

7,406 782 8,188 325 8,513 24 355

6 ［館蔵］茶道具取合せ展〈12 月 5 日［土］―令和 3 年 2 月 14 日［日］〉

4,469 372 4,841 440 5,281 53 100

7 ［館蔵］中国の陶芸展〈2 月 20 日［土］―3 月 28 日［日］〉

2,746 254 3,000 196 3,196 32 100

合計 22,180 1,932 24,112 1,239 25,351 191 133

※新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のための臨時休館（期間：令和 2 年 3 月 2 日―6 月 26 日）に伴い、予

定していた 1 および 2 の展覧会の開催を中止した。

※当初予定の［開館 60 周年記念特別展］国宝 源氏物語絵巻（会期：11 月 3 日―11 月 29 日）は中止し、5 の展

覧会に変更開催した。

１‐２. 開館 60 周年記念名品展

開館 60 周年を記念し、代表的コレクションをジャンル別に期間を分け展示を行った。

新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のため、前期 2 展覧会の開催を中止した。また、予定

していた［開館 60 周年記念特別展］国宝 源氏物語絵巻（会期：11 月 3 日―11 月 29 日）は開催を中止し、

代わりに同日程で［開館 60 周年記念名品展Ⅴ］平安の書画―古筆・絵巻・歌仙絵―を開催した。

［開館 60 周年記念名品展Ⅰ］筆跡の雅び―古筆・古写本・近代書跡―

・期間＝令和 2 年 4 月 4 日―5 月 10 日 ※中止

［開館 60 周年記念名品展Ⅱ］絵画の彩り―歌仙絵・水墨画・日本画―

・期間＝5 月 16 日―6 月 21 日 ※中止

［開館 60 周年記念名品展Ⅲ］祈りの造形―古写経・墨跡・古版本―

・期間＝6 月 27 日［土］―8 月 2 日［日］

［開館 60 周年記念名品展Ⅳ］至高の陶芸―日本・中国・朝鮮―

・期間＝8 月 29 日［土］―10 月 25 日［日］
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［開館 60 周年記念名品展Ⅴ］平安の書画―古筆・絵巻・歌仙絵―

・期間＝11 月 3 日［火・祝］―11 月 29 日［日］

・特別内覧会（五島美術館主催）＝令和 2 年 11 月 2 日［月］ ·························· 出席者 123 名

１‐３. 付帯事業

展示事業に関連して、美術館と展示・収蔵品を全国の不特定多数の方に紹介する効果がある

東急グループの「五島美術館名品集カレンダー」の製作・監修を行った。

また「源氏物語絵巻」をはじめ展示・収蔵品に因んだオリジナルグッズなどの製作・監修、館内

ミュージアムショップでの販売も実施した。

２. 調査・研究・保存事業

２‐１. 調査・研究

・特別展等に際して、館外所蔵および収蔵作品の調査を行った。

・改修後の展示設備をはじめとする館内設備の調査とデータ蓄積を継続した。

・収蔵する図書を整理し、情報の入力を継続した。また宇野雪村旧蔵書籍など貴重書のメンテ

ナンスを行った。

・以上の成果の一部については、展覧会図録および研究紀要にて報告。

２‐２. 美術品の保存・補修

（1）重要文化財「即休契了墨蹟 餞別偈」一幅の修理事業を行った（2 ヶ年計画 2 年度）。令和 2

年度の修理費は3,573,325円であるが、国（文化庁）から2,322,000円、東京都から884,000

円の補助を受けた。

（2）経年劣化した「祥瑞胴〆茶碗」、「金彩文字天目」の御物袋を修理。

（3）作品の展示及び貸出に際し、「伯庵茶碗 銘 朽木」「黄瀬戸平茶碗 銘 柳かげ」「重要文化

財 古伊賀水指 銘 破袋」「重要文化財 五彩透彫水注（金襴手）」「瀬戸尻膨茶入 銘 一

本」「唐物文琳茶入 銘 吹上」「重要文化財 鼠志野茶碗 銘 峯紅葉」「五彩人物文水注

（金襴手）」「白釉黒花牡丹文梅瓶」に付属する包み裂、箱紐を修理した。

（4）収蔵庫の保存環境改善のため総合的な除塵防黴施工（IPM）を実施した。

２‐３. 出版物

（1） 『時代の美―五島美術館・大東急記念文庫の精華―第一部 奈良・平安編』（第二刷）

・判型＝A4 判 ・発行日＝令和 2 年 10 月 8 日（平成 24 年 10 月 17 日初版発行）

・編集＝五島美術館学芸部・大東急記念文庫学芸部

・発行＝公益財団法人五島美術館

・頁数＝64 頁（カラー64 頁、図版 68 点所収）

（2） 『五島美術館研究紀要』第 9 号

・判型＝A4 判 ・発行日＝令和 3 年 3 月 31 日

・編集＝五島美術館学芸部・大東急記念文庫学芸部

・発行＝公益財団法人五島美術館
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２‐４. 美術品の他所への出品

・宮崎県立西都原考古博物館 ··································································国宝「金銅馬具類」／計 1 件

「国宝馬具とその時代」（期間＝令和 2 年 10 月 3 日～12 月 6 日）

・九州歴史資料館···························································································· 「春慶胴〆建水」／計 1 件

「福岡の至宝に見る信仰と美」（期間＝令和 2 年 10 月 6 日～11 月 29 日）

・大阪市立美術館·······················································重要文化財「迦陵頻伽紋葵花形鏡」他／計 3 件

「天平礼賛」（期間＝令和 2 年 10 月 27 日～12 月 13 日）

・徳川美術館・名古屋市蓬左文庫·················国宝「紫式部日記絵巻 五島本第一段」他／計 9 件

「読み継がれた源氏物語」（期間＝令和 2 年 11 月 8 日～12 月 13 日）

計 4 ヶ所 14 件

２‐５. 美術品の写真掲載・利用

美術の教育普及の観点から、各種の美術図書やビデオ・テレビ番組などに、その内容に検討

を加えた上で、当館収蔵の美術品の撮影および写真掲載使用を許可した（令和 2 年度は 135 件・

のべ 201 点）。

２‐６. ホームページ等の運営

五島美術館の公式ホームページ（ＵＲＬ＝https://www.gotoh-museum.or.jp/）のオールリニュ

ーアルを行った。

・サーバー契約＝イッツ・コミュニケーションズ株式会社

・サイトデザイン＝内海真由美   ・サイト制作＝株式会社 STK

３. 普及事業

３‐１. 普及事業（当館主催）

（1） ギャラリートーク（展示解説）―入館者を対象にして実施

・［開館 60 周年記念名品展Ⅳ］至高の陶芸―日本・中国・朝鮮―

「日本陶磁について」 9 月 2 日（別館講堂）··················································································· 48 名

「中国陶磁の名品」 9 月 9 日（別館講堂） ······················································································ 50 名

「高麗・朝鮮陶磁について」 10 月 2 日（別館講堂） ····································································· 77 名

「更紗を楽しむ」 10 月 8 日（別館講堂） ·························································································· 69 名

・［開館 60 周年記念名品展Ⅴ］平安の書画―古筆・絵巻・歌仙絵―

「絵巻・歌仙絵の名品」 11 月 11 日（別館講堂） ··········································································· 78 名

「平安古筆の魅力」 11 月 19 日（別館講堂）·················································································· 79 名

・［館蔵］茶道具取合せ展

「五島慶太翁と茶の湯」 12 月 9 日 ······························································································· 24 名

「茶道具取合せ展について」 12 月 16 日 ··················································································· 61 名

※新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のため、臨時休館期間含む令和 2 年 4～8 月および令和 3 年 1～3

月に予定していたギャラリートーク（計 13 回）は全て中止した。

計 3 回の展示で 8 回実施  [のべ] 486 名参加
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(2) 青少年向け普及講座

①こども美術講座―小中学生を対象にして美術や日本文化について解説および体験学習を実施

令和 2 年度は開催を中止した。

②小学校への出張講義

・世田谷区立船橋小学校

令和 3 年 2 月 25 日 「古美術鑑賞教室」 ·······································································6 年生 107 名

③中高生向け講義

令和 2 年度は開催を中止した。

（3） 団体見学および団体説明会

館内入場者数制限の都合上、令和 2 年度は団体見学を休止した。

（4） ミュージアム・コンサート―入館者を対象にして実施

令和 2 年度は「クァルテット・リゾナンツァによる弦楽四重奏演奏会」「長唄演奏会―和のこころ

を聴く」の開催を中止した。

（5） 茶室特別公開―入館者を対象にして実施

令和 2 年度は開催を中止した。

（6） 特別閲覧

美術館、博物館、大学等の研究者を対象として特別閲覧に対応した。

・遠藤 啓介氏 （1 名：令和 2 年 7 月 31 日） ····························································春慶胴〆建水 計 1 件

・玉井 あや氏 （1 名：令和 2 年 8 月 22 日） ·················瀬戸肩衝茶入 銘 月迫 付属仕覆他 計 2 件

・松﨑 裕子氏 （1 名：令和 2 年 9 月 26 日） ································ 加守田章二作 灰釉花器他 計 4 件

・増記 隆介氏 （1 名：令和 2 年 10 月 13 日） ········································· 重要文化財 駿牛図断簡 計 1 件

・内田 征志氏 （1 名：令和 2 年 12 月 13 日）

··············································· 王羲之筆 宋拓 黄庭経 心太平本（宇野雪村コレクション） 計 1 件

・田畑 潤氏 （1 名：令和 2 年 12 月 17 日）································· 緑釉牡丹文鳳首瓶 乾瓦窯他 計 5 件

・渡邊 浩貴氏他（2 名：令和 3 年 3 月 11 日）··············································重要美術品 雪嶺斎図 計 1 件

３‐２. 友の会（特別会員制度）

美術教育普及のため、開館以来友の会制度を設け、今日に至っている。本年度の利用状況は

次のとおり（令和 3 年 3 月 31 日現在）。

３‐２‐１. 美の友会（定員制度無し・入会した日より 1 年間有効※）

・会員数＝392 名

・年会費＝4,000 円

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。
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・特別展の講演会を無料で聴講可能。

・「美の友会月例美術講座」の開催（聴講無料、資料代 1 回につき 100 円程度必要）。※日程変更

・陶芸講座の開催（年 3 回の予定）。※中止

・展覧会や催物の案内を発送。

※臨時休館に伴い、休館期間に該当する会員 450 名に対して半年間の有効期限の延長を行った。

（1） 月例美術講座―美の友会会員を対象にして実施

美の友会会員を対象に下記の講座（各月 1～3 回）を開催した。各回とも一貫したテーマに即した

主題を掲げ、五島美術館の収蔵品を中心にパワーポイントを使用してわかりやすい講座を行な

った。

※令和 2 年度は、臨時休館期間を含む 4～7 月に予定していた全ての講座を中止し、9 月より要項と日程を一部

変更して開催を再開した。なお、開催にあたっては定員を 80 名とし、講座時間を短縮、参加者には氏名・連絡

先を記入するための受講カードを配布するなどの感染拡大予防対策を講じた。

計 16 回実施  聴講者数 ［のべ］717 名

・書跡鑑賞シリーズＸＶ「はじめての日本書道史」（全 10 回）

担当＝五島美術館学芸部 佐々木佑記

第 1 回 令和 2 年 9 月 5 日［土］ 「日本書道史ことはじめ」······················· 聴講者 64 名

第 2 回 10 月 3 日［土］ 「漢字の伝来と中国書跡の受容―古墳・飛鳥・奈良時代」

···················································································· 62 名

第 3 回 12 月 5 日［土］ 「古写経の世界―奈良・平安時代」······················· 48 名

第 4 回 令和 3 年 1 月 9 日［土］ 「三筆・三蹟―平安時代」 ······································· 53 名

第 5 回 2 月 6 日［土］ 「和歌と古筆①―平安時代」·································· 72 名

第 6 回 3 月 6 日［土］ 「和歌と古筆②―平安・鎌倉時代」························ 68 名

＊第 7～10 回は、令和 3 年度実施予定。

・陶磁鑑賞シリーズⅧ「名品を深読みする」（全 6 回）

担当＝五島美術館学芸部 田代裕一朗（第 1・3・5 回）・菅沢そわか（第 2・4・6 回）

第 1 回 令和 2 年 9 月 12 日［土］ 「白磁壺―「満月」にたとえられた朝鮮の壺」

····································································· 聴講者 50 名

第 2 回 10 月 10 日［土］ 「猿投灰釉長頸瓶―知られざる日本陶磁の源流」

···················································································· 30 名

第 3 回 12 月 12 日［土］ 「鼠志野茶碗 銘 峯紅葉―桃山陶、近代における注目」

···················································································· 58 名

第 4 回 令和 3 年 1 月 16 日［土］ 「染付辻堂香合―番付最高位の名品と日本好みの美」

···················································································· 32 名

第 5 回 2 月 13 日［土］ 「色絵山水文大鉢―日本初の色絵磁器「古九谷」」

···················································································· 42 名

第 6 回 3 月 20 日［土］ 「青磁鳳凰耳瓶―世界を魅了した青磁と唐物賞玩」

···················································································· 41 名
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・古典籍鑑賞シリーズⅡ「江戸の詩歌軸を読む」（全 4 回）

担当＝大東急記念文庫学芸部 長田和也

第 1 回 令和 2 年 12 月 19 日［土］ 「和学者①―契沖・春満・真淵・宣長」 ·····聴講者 26 名

第 2 回 令和 3 年 1 月 23 日［土］ 「和学者②―江戸時代後期の和学者」·················· 17 名

第 3 回 2 月 20 日［土］ 「漢学者①―江戸の漢学者」·································· 29 名

第 4 回 3 月 27 日［土］ 「漢学者②―江戸以外の漢学者」·························· 25 名

（2） 陶芸講座―美の友会会員を対象にして実施   ＊指導＝弘法窯スタッフ

令和 2 年度は開催を中止した。

３‐２‐２. 茶の友会（定員制度・毎年度 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで有効）

・会員数＝1,500 名

・年会費＝6,000 円
※令和 2 年度の年会費は原則として令和 3 年度分に繰り越しとした。

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。

・特別展の講演会を無料で聴講可能。

・「茶の友会茶会」の開催（年 2 回・ただし、1 回につき実費 10,000 円程度必要）。
※令和 2 年度は秋季茶会および春季茶会の開催を中止した。

・展覧会や催物の案内を発送。

・「美の友会月例美術講座」を聴講可能（聴講料・資料代 1 回につき 600 円程度必要）。

３‐３. 外部との連携事業

（1） 他美術館との連携事業

・「秋の三館 美をめぐる」三井記念美術館・根津美術館・五島美術館 三館合同キャンペーン

令和 2 年度は企画を中止した。

・Bunkamura とのタイアップ企画

令和 2 年度は企画を中止した。

（2） 近隣館との連携事業

・静嘉堂文庫美術館 相互割引提携

静嘉堂文庫美術館との相互割引を実施（平成 28 年 8 月 27 日より実施）。静嘉堂文庫美術館（常時）

の有料入館券の半券提示で当館一般入館料から 100 円割引、当館有料入館券の半券提示で

静嘉堂文庫美術館の正規入館料から 200 円を割引く。令和 2 年度、当館における割引利用入

館者は 106 名。

・世田谷美術館 相互割引提携

世田谷美術館との相互割引を実施（平成 29 年 4 月 1 日より実施）。世田谷美術館（常時）の企画展の

有料観覧券の半券提示で当館一般入館料から 100 円割引、当館有料入館券の半券提示で世

田谷美術館の正規観覧料を団体料金（原則 200 円引き）に割引く。令和 2 年度、当館における割

引利用入館者は 18 名。
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（3） 東急グループとの連携事業

・開館 60 周年記念名品展「特別鑑賞会」（東急グループ主催）

令和 2 年 11 月 2 日 特別展示他（別館講堂・本館展示室） ·······参加者 231 名（うち招待者 132 名）

・東急株式会社主催「東急ロイヤルクラブ」特別貸切鑑賞会

令和 2 年度は開催を中止した。

・東急株式会社主催「東急ロイヤルクラブ」特別鑑賞デー

令和 2 年度は開催を中止した。

・東急株式会社主催「東急ロイヤルクラブ」メンバーズマガジン『Fino』 プレゼント企画

①『Fino』6 月号／オリジナルクリアファイル 2 種セット（抽選 100 名）

②『Fino』11 月号／［開館 60 周年記念名品展Ⅴ］平安の書画 入館招待券（抽選 50 組 100 名）

③『Fino』12 月号／2021 年カレンダー「五島美術館名品集」（抽選 150 名）

・東急グループ主催「とうきゅうキッズプログラム〈美術館の茶室で抹茶を飲んでみよう！〉

令和 2 年度は開催しなかった。

・オズモール×東急グループコラボプロジェクト「キラリプラスカレッジ」

令和 2 年度は開催しなかった。

（4） 大学との連携事業

・共立女子大学との連携事業

文化財保護・保存を推進し、学術研究機能の向上と人材の育成に寄与することを目的として、

共立女子大学との連携事業を実施。令和 2 年度は、昨年度に引き続き「藤に馬 橋本関雪筆」

屏風収納袋の新規作成検討・制作を行った。

３‐４. 博物館実習生の受け入れ

下記の通り、博物館法施行規則第 1 条で定める学芸員資格取得のための学生の博物館実習

を当館の基準の下に受け入れ、新型コロナウイルス感染予防対策をとりつつ指導を行った（実

習生 3 大学 3 名）。

・期間＝令和 2 年 10 月 7 日～18 日  計 10 日間（12 日・13 日休）

・実習生＝清泉女子大学 文学部 日本語日本文学科 ································································ 1 名

学習院大学 文学部 日本語日本史学科····································································· 1 名

日本女子大学 文学部史学科·························································································· 1 名

３‐５. 講堂・茶室などの施設利用

（1） 本館集会室

美術品写真撮影、美術品修理、館内諸会議などに使用。

（2） 別館講堂

当館理事会（令和 2 年 7 月 28 日他）、当館主催「ギャラリートーク」（令和 2 年 9 月 2 日他）、当館主催

「美の友会月例美術講座」（令和 2 年 9 月より毎月 1～3 回）、東急グループ主催「特別鑑賞会」（令和

2 年 11 月 2 日）などに使用。
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（3） 第二講堂（見晴荘）

令和 2 年度は当館主催行事としての使用は無く、一般への貸出も制限した。

（4） 茶室（古経楼、冨士見亭）

令和 2 年度は当館主催行事としての使用は無く、一般への貸出も中止した。

４. その他

４‐１. その他の協力事業および会議等への派遣

（1）東京の美術館・博物館等共通入館券（ぐるっとパス）2019 実行委員会第 2 回総会への参加

（館長、令和 2 年 7 月 22 日、東京都写真美術館）、東京の美術館・博物館等共通入館券（ぐるっと

パス）2021 実行委員会第 1 総会に副委員長として館長が出席（令和 2 年 12 月 10 日、東京都江

戸東京博物館）。

（2）私立美術館会議幹事会（館長他 1 名、令和 2 年 8 月 6 日、大倉集古館 および 令和 3 年 2 月 26 日、

ZOOM によるリモート開催）への参加。

（3）第 68 回 全国博物館大会 神奈川（横浜）大会に監事として館長が出席（令和 2 年 11 月 25～

26 日、横浜市開港記念会館）。

（4）公益財団法人日本博物館協会の監事として館長が理事会に出席（令和 3 年 3 月 10 日、黒田記

念館〈ZOOM 併用〉）。

（5）公益財団法人東京オペラシティ文化財団の評議員として館長が評議員会に出席（令和3年3

月 12 日、東京オペラシティ〈ZOOM 併用〉）。

（6）玉川大学の依頼により、学芸員を東洋美術史の非常勤講師として派遣。

（7）清泉女子大学の依頼により、学芸員を工芸史の非常勤講師として派遣。

（8）京都造形芸術大学の依頼により、学芸員を芸術学部通信教育部の非常勤講師として派

遣。

（9）獨協大学の依頼により、学芸員を国際教養学部の非常勤講師として派遣。

（10）静嘉堂文庫美術館の依頼により、同館へ染織調査指導として学芸員を派遣（令和 2 年 7 月

31 日、9 月 11 日）。

（11）九州国立博物館の依頼により、染織素材調査にかかる指導助言のため学芸員を派遣（令

和 2 年 12 月 8 日～9 日）。

（12）九州大学人文学国際研究センターの依頼により、オンライン講座の講師として学芸員を出

講（令和 3 年 1 月 23 日）。

（13）東京国立博物館の依頼により、寄贈文化財の価格評価に学芸員を派遣（令和 3 年 3 月 12

日）。
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（14）第 67 回日本伝統工芸展（全国 11 都市にて開催、会期＝令和2 年9月～令和3 年 3月）副賞に協賛。

（15）世田谷区のセント・メリーズ・インターナショナル・スクール学園祭に協賛。

４‐２. 学会・研究会

（1）韓国中世考古学会秋季学術大会（令和 2 年 9 月 26 日、オンライン開催）、東京文化財研究所文

化財情報資料部研究会（令和 3 年 1 月 28 日）にて研究成果を発表。

（2）美術史学会、東洋陶磁学会、茶の湯文化学会、韓国美術史学会（以上大会・例会および研究

会）に出席（オンライン開催を含む）。

（3）源氏絵データベース研究会、茶書研究会、書芸術研究会、朝鮮史研究会に参加（オンライン

開催）。

（4）九州国立博物館 IPM オンライン相談会（令和 2 年 10 月 23 日）、一般社団法人全国美術館会

議第 35 回学芸員研修会「アフターコロナに向けて～美術館運営支援を考える」（令和 3 年 3

月 5 日、オンライン開催）、美術史学会美術館博物館東西合同シンポジウム「コロナ禍と美術

館・博物館」（令和 3 年 3 月 27 日、オンライン開催）に参加。
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[2] 大東急記念文庫（公益目的事業②）

１. 閲覧事業

１‐１. 図書閲覧

（1） 個人閲覧

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

開館日数 0 0 3 27 4 26 22 24 17 24 20 24 191 日

閲覧者数 0 0 0 9 1 4 7 2 3 1 1 1 29 人

閲覧図書
国書 0 0 0 15 0 10 19 1 14 1 0 2 62 点

漢籍 0 0 0 0 0 0 10 2 1 0 0 0 13 点

仏書 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 1 0 5 点

その他 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5 点

計 0 0 0 17 5 12 29 3 15 1 1 2 85 点

※新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のため、五島美術館の臨時休館期間（令和 2年 3月 2日―6 月 26 日）

は閲覧を休止した。

（2） 団体閲覧

・令和 2 年 11 月 8 日 慶應義塾大学大学院生ほか（52 点／於集会室） ·································8 名

１‐２. 展示

（1） 他所への貸出

・大阪市立美術館·················································重要文化財「過去現在絵因果経 巻第四」／計 1 件

特別展「天平礼賛」（期間＝令和 2 年 10 月 27 日～12 月 13 日）

・京都国立博物館··························重要文化財「唐大和上東征伝」・「菩薩戒本持犯要記」／計 2 件

特別展「鑑真和上と戒律のあゆみ」（期間＝令和 3 年 3 月 27 日～5 月 16 日）

計 2 ヶ所 3 件

（2） 五島美術館への出陳

・［開館 60 周年記念名品展Ⅲ］祈りの造形―古写経・墨跡・古版本―

·······················重要文化財「註楞伽経 巻第七」・「弁証論」・「法華経義疏 法隆寺版」他／計 13 件

・［館蔵］茶道具取合せ展

······························································································································ 「茶室起絵図」／計 1 件

２. 調査・研究・保存事業

２‐１. 図書調査

令和2年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大予防の観点から、地方調査は中止となった。

２‐２. 図書収集

（1） 閲覧参考資料

「人物叢書」等を継続購入中である。
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（2） 出版文化史参考資料

令和 2 年度は購入しなかった。

（3） 古典籍参考資料

令和 2 年度は購入しなかった。

２‐３. 研究発表

令和元年度新収の「言語遊戯関係近世資料」について、『かがみ』第 51 号に解説・目録を掲載

した。

２‐４. 図書保存

（1）収蔵庫内の参考書誌、図書資料等と和古書との分離収納作業を行った。

（2）収蔵資料の保存状態を調査し、修理・補修リストに記載した。

（3）庫内に適度の防虫剤を施した。また防塵、除湿、防災には万全を期し、予防策として IPM

を実施した。

（4）不慮の災害に備え、写真撮影による副本作りを行った。令和 2 年度は、「大般若波羅蜜多

経」「妙法蓮華経寿量品」等を撮影した。

２‐５. 図書修理

新収資料の帙箱を新装した。

２‐６. 出版物の編集・刊行・頒布・委託出版（主なもの）

（1） 頒布

・機関誌『かがみ』第 51 号（令和 3 年 3 月 31 日発行）

・『典籍逍遥―大東急記念文庫の名品』（平成 19 年 3 月 31 日発行）

・『狩谷棭斎と経籍訪古志―大東急記念文庫所蔵の漢籍から』（令和元年 6 月 10 日発行）

・公開講座講演録

（2） 委託販売

・大東急記念文庫善本叢刊中古・中世篇（汲古書院）――継続刊行中

・大東急記念文庫善本叢刊近世篇（全 18 巻別巻 1 巻）（汲古書院）

・大東急記念文庫所蔵『芥子園画伝』初集・二集・三集（勉誠出版）

・マイクロフィルム版『江戸文学総瞰』『物語文学総瞰』（丸善雄松堂）

２‐７. 普及

（1） 出版物受贈（主なもの）

・『龍谷大学図書館蔵 黒谷上人語燈録元亨版 翻刻および総索引』 1 冊（佐々木勇氏）

・『皇室制度史料 儀制 践祚・即位一』（宮内庁書陵部）

・『柳川市の歴史 7 幕末維新と自由民権運動』 1 冊（柳川市）

・『敦煌秘笈 景教経典四種』『磧砂版大蔵経目録 第九冊』 各 1 冊（杏雨書屋）
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（２） 図書資料撮影、掲載、出版、翻印等許可

・各種団体

小原流、亀岡市文化資料館、国立国会図書館、西教寺、延岡市内藤記念館、福知山市、

山代温泉観光協会等

・出版社等

岩波書店、NHKエデュケーショナル、KADOKAWA、國華社、秀学社、新学社、正進社、吉

川弘文館等

・個人

研究者等 5 名

２‐８. 国等各種公共機関・団体への協力と職員の派遣

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のため、他機関との共同調査等は行わ

なかった。

以 上
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